
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童が集中して学び合う授業づくり ○単元構成を工夫して、子どもが主体となって
活動する時間６０％以上できたと回答する教職
員７０％。
〇吉田メソッドを活用し、伝え合い活動を工夫
し、充実させ、自信をもって「できた」と回答した
児童を５０％以上にする。

・単元ごとに振り返りをする時間を設け、１回以上は文
章で表現する振り返りを必ず確保する。
・「友だちタイムカード」を提示して、話し方を意識させ
る。
・学年グループなどで発表会や交流会などの場を設定
し、相手意識をもった学びになるようにする。
・授業研（模擬授業を含む）を通して、話し合いの進め
方や活発にするための工夫を共有し、それぞれの授
業に活用できるようにする。

B

・伝え合い活動で自信をもってできた児童が
48.4%である。目標の50%まであと少し。友だち
タイムの前には自分の考えをもたせたり、書
かせたりして自信をもってできるようにしてい
く。
・単元ごとに振り返りの時間を設け、１回以上
は文章で表現することができている。

B

・単元構成を工夫して、子どもが主体となって活動
する時間６０％以上できたと回答する教職員が８
５％を超えている。
・教師の友達タイムの設定や活性化への取り組み
や意識は向上しているが、自信をもって発表でき
たと回答する児童の割合が前回よりも低下してい
る。児童が自信をもてるような声かけや工夫が必
要である。

A

・児童が学習することの喜びや楽しさが芽生えるような
授業の工夫をしてほしい。
・単元構成を工夫して、子どもが主体となって活動する
時間が６０％以上できたと回答する教職員が８５％おり
素晴らしい。子供が主体となる授業を進めてほしい。
・児童の「自信をもって発表できた」が実感している児
童が少ないのが気になる。児童に寄り添い「自信」と
「実感」が持てるように支援してほしい。

研究主任
かしこい子PJ

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「児童の豊かな心を育むために、道徳
科の授業、人権学習の内容を理解して
いる」と回答した保護者を60％

・年に3回以上道徳通信を出し、各学年の授業実践を
保護者に紹介する。
・１２月に人権学習月間を設定し、全クラスで授業実践
を行う。
・教育相談週間に合わせて、構成的グループエンカウ
ンターを実践する「エンカタイム」を行う。

A

・「児童の豊かな心を育むために、道徳科の授業、人権学習
の内容を理解している」と回答した保護者が98.2%いた。継続し
て、道徳通信を出し、各学年の授業実践を保護者に紹介す
る。また、教育相談週間に合わせて、全学年、「エンカタイム」
を行う。

A

・「児童の豊かな心を育むために、道徳科の授業、人権学習
の内容を理解している」と回答した保護者は93.9%。中間評価
から下がった理由として、学校の活動や様子を知らない保護
者がいらっしゃると考えた。そのため、道徳通信以外にも学校
や学級のお便り等で定期的に伝えていくことが大切である。

A

・弱者や困っている人を助けることができる児童を
育成してほしい。豊かな心を育むために道徳科の
授業や人権学習、エンカタイム等を続けてほし
い。
・学校の実践を保護者に定期に情宣することで保
護者の信頼も得られる。

道徳科主任
人権教育担当
やさしい子PJ

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「学校は、いじめの未然防止、早期発
見、早期対応に向けた取り組みを実践し
ている。」と回答した保護者８０％

・学校便りや学級通信、学校ＨＰ等を通じて、いじめの
未然防止に向けた授業実践を発信していく。
・定期的に心のアンケートを行い、いじめの早期発見、
早期対応を行う。
・いじめが発生した場合は、家庭と連携しながらいじめ
解消に向けた取り組みを推進する。

A

・「学校は、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に向けた
取り組みを実践している。」と回答した保護者が96.5%いた。継
続して、学校便りや学級通信、学校ＨＰ等を通じて、いじめの
未然防止に向けた授業実践を発信していく。また、心のアン
ケートを行い、いじめの早期発見、早期対応を行う。いじめが
発生した場合は、家庭と連携しながらいじめ解消に向けた取り
組みを推進する。

B

・「学校は、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に
向けた取り組みを実践している」と回答した保護者が
89.8%いた。中間評価から下がった理由として、子供の
ことを心配していることが考えられる。家庭と定期的に
連絡をとり、児童の様子を伺ったり、伝えたりすること
が大切である。

A

・いじめは潜在化するので、細やかな観察、子供
に寄り添った指導、支援をしてほしい。
・いじめの未然防止や早期発見早期対応をするこ
とは大切だ。SNSやインターネット上のいじめが増
えていると聞く。情報モラル教育を小学校から行う
ことの必要性を感じる。

教育相談担当
やさしい子PJ

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒92％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒92％以上

・スピーチタイムや日記など、児童が自分の思いを表現できる機
会を設け、担任から肯定的なコメントを返す。
・キャリアパスポートを活用して児童に自分の成長を実感させる。
・学校行事や係活動に向けて自分の目標をもたせ、事後に振り
返りをさせることで成功体験を積み重ねていく。
・夢ハンカチを掲示することで、なりたい自分について考える機会
を設ける。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答
した児童は、８８．７％だった。
・「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回答をし
た児童は８７．１％だった。
・どちらも目標を下回った。今後夢ハンカチ掲示後、スピーチ
タイムや日記のテーマを「将来や目標」に設定するように、呼
びかけを行いたい。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答
した児童は、９１．４％だった。
・「将来の夢や目標をもっている」について肯定的な回答をし
た児童は９４．８％だった。
・どちらも目標を上回った。上回った理由として、後期は夢に
ついて考える機会が多く、頻繁に呼びかけをすることが多かっ
たことが考えられる。

A

・先生に認めれ、褒められることで児童は成長す
ると思う。これからも機会を捉え、どんどん褒めて
ほしい。
・夢ハンカチは素敵な取り組みだ。児童の作品が
年々レベルアップしている。夢ハンカチを中央廊
下に掲示し児童が目にすることで、キャリア教育
にもなっている。

たくましい子PJ

○自他のよさを認め自己肯定感を高め
る取り組みの充実

○友達のよいところを見つけることがで
きたと回答した児童80％以上

・ありがとうポストを設置し、友だちのよいところ
を見つけ、ありがとうの手紙を書く取組を行う。
ありがとうの手紙を放送で紹介し、ありがとうの
輪を広げる。

A
・友達のよいところを見つけることができたと回答した児童が
98.4%いた。継続して、ありがとうの手紙を書き、放送で紹介す
る取組を行う。 A

・友達のよいところを見つけることができたと回答した児童が91.4%い
た。中間評価から下がった理由として、友達のよいところを見つける
活動が少ないことが考えられる。そのため、ありがとうの手紙を書き、
放送で紹介する取組と学級活動で友達の良さに気づいたり見つけた
りする取組をしていくことが大切である。

A
・友達の良いところを見つけることの大切さを教え
てほしい。ありがとうの手紙を書くこと、それを放送
して知らせることで優しさの輪が広がっていく。心
優しい児童に育ててほしい。

やさしい子PJ

❶運動習慣の改善や定着化」 ❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で420分以上の児童生徒６
０％以上

・体育的行事やプレイタイム（縦割り遊
び）、体育委員会の取組等で体を動かす
楽しさを実感させる。
・夏場は、室内で取り組める運動を、体
づくり委員会で計画し、紹介する。

A

・「授業以外で運動やスポーツを行う時間が１
週間で４２０分以上」の児童は８０．７％で、目
標を大きく上回った。
・外に出ることができる時は、体づくり委員会
で外遊びをするように呼びかけている。今後も
続けたい。

A

・「授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で４
２０分以上」の児童は７２．４％で、目標を上回ったが、
中間評価からは下がった。
・下がった理由として、気温が下がり外に出る児童が
減ったことが考えられる。今後も、児童が外に出るよう
なクラスや学校での取り組みが必要だと考える。

A

・小学生の時は体をしっかり動かして鍛えるこ
とが大切だ。外遊びを奨励し、習慣となればよ
いと思う。
・たくさんの児童が異学年の友達と運動場で
遊んでいる。外遊びが苦手な児童への取り組
みがあればありがたい。

たくましい子PJ

❷「望ましい生活習慣の形成」 ○「よく噛んで食べることを意識している」と回答した児
童８０％以上
〇「食後の歯磨きタイムで「イ～ハ～」に合わせて最後
まで磨くことができた」と回答した児童９０％以上

・全クラスで噛むことに関する食育の授業を実践する。
・歯磨きタイムで、「イ～ハ～」の動画を流し、正しいブ
ラッシングの仕方を定着させる。 A

・「よく噛んで食べることを意識している」と回答した児童は８
８．７％だった。
・「食後の歯磨きタイムで「イ～ハ～」に合わせて最後まで磨く
ことができた」と回答した児童は９５．１％だった。
・「イ～ハ～」に合わせて楽しく磨くことができているので、今後
も続けたい。

A

・「よく噛んで食べることを意識している」と回答した児童は８６．２％
だった。
・「食後の歯磨きタイムで「イ～ハ～」に合わせて最後まで磨くことがで
きた」と回答した児童は９６．６％だった。
・「イ～ハ～」に児童も慣れて、正しい歯磨きが定着している。しかし、
慣れすぎて磨き方が雑になってこないように、声掛けを継続していくこ
とが大切である。

A

・よく噛んで食べることや歯の大切さについて知る
ことはとても大切。健康的に生き、活躍する児童を
育ててほしい。
・保護者に向けた講演や情宣、地域や家庭を巻き
込んだ取り組みが素晴らしい。

たくましい子PJ
養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・毎週定時退勤日を、月に一度完全定時退
勤日を設定し、職員の帰宅を促す。
・学校行事の精選をさらに進めていく。
・長期休業の研修計画を工夫し、年次休暇
が取りやすいようにする。

B

・職員の時間外在校時間の平均は月２３時間。教
育委員会が掲げる上限を下回っている。
・年次休暇の平均取得日数は９．５日。長期休業
中の年次休暇取得をさらにすすめていきたい。 B

・職員の時間外在校時間の平均は月23時間。月２０時
間を目指していきたい。
・年次休暇の平均取得日数は11.6日。平日の年休取
得が増えているし、長期休業で取得できるよう進めて
いく。

B

・教職員の働き方改革は必要。全体で話し合い、
工夫することを共有すれば、さらに改革が進むの
では。
・年次休暇を取りたいときに取ることができるよう
な仕組みづくりを工夫してほしい。休むことも仕事
の一つと考え休暇取得を進めてほしい。

教頭

○働きやすい職場づくり ○管理職や同僚に気軽に相談することがで
きたと回答する職員の割合が９０％以上
〇お互い助け合いながら仕事ができたと答
える職員９０％以上。

・日々の活動について、学年Gやプロジェク
ト、管理職等に相談しながら進めていく。
・困っていたり悩んでいたりする職員に声を
かけたり管理職に報告したりする。

A

・管理職に相談しやすいと回答した職員は１００％
だった。また互いに助け合いながら仕事ができて
いる職員は９１％だった。お互いの仕事に目を配
り、助け合って仕事を進めていくよう声かけを続け
ていきたい。

A

・管理職に相談しやすいと回答した職員は
100％だった。互いに助け合いながら仕事が
できている職員も100％だった。お互い声を掛
けあい目を配り助け合いながら仕事をするこ
とができている。

A

・ストレスなく仕事ができる職場を目指してほしい。
管理職に相談しやすいと回答した職員１００％は
素晴らしいし、その雰囲気を大切にしてほしい。
・一人で悩む職員が出ないように職員の人間関係
作りも続けてほしい。

教頭

●特別支援教育の充実

○個のニーズに応じた特別支援教育の
推進

○「個のニーズに応じた特別支援教育
の推進ができた」と回答した職員90％

・児童と共に、見通しをもてるような学習の流れを作成
する。
・必要に応じて個別の教育支援計画を立てたり、ケー
ス会議を開いたりして児童の個別の課題に対応する。
・専門的な講師を招聘して職員の意識を高める。

B

・必要に応じて、個別の教育支援計画を立てたり、
ケース会議を開いたりして、児童の個別の課題に対応
することができた。
・関係機関と連絡を取ったり、専門的な講師を招聘した
りしてきたが、更に全職員の意識を高める研修をした
い。

A

・必要に応じて、個別の教育支援計画を立てたり、
ケース会議を開いたりして、適正な就学につなげたり、
児童の個別の課題に対応したりすることができた。
・関係機関と連絡を取ったり、専門的な講師を招聘した
りしてきたが、更に全職員の意識を高める研修をした。

A

・特別支援に関する知識をもって児童に接するこ
とはとても大切である。児童の個性を大切する教
育やインクルーシブ教育となってほしい。
・少人数だからこそ「個のニーズ」を把握し、対応し
てもらうとありがたい。

特別支援教育CO
たくましい子P

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の推進

○９カ年の学びの連続を意識した中学
校との一貫教育の充実

○小中一貫教育を意識して、各活動に
取り組んだと回答する教師９０パーセン
ト以上。

・「４・３・２ブロック制」や小中連携で行う各
活動に計画的に取り組む。
・小中合同校内研修会を通して、９カ年を見
据えた学習指導について理解し、指導方法
の改善に取り組む。

B

・Ⅱ期ブロックは中学生との交流ができているが、それ
以外のブロックでは交流が少ない。
・校内研で小中の課題や現状を出し合い、互いにアイ
デアや意見を出して解決方法を考えた。
・小中一貫教育を意識して取り組んでいる職員は９
１％。

B

・Ⅱ期ブロックの集会や大きな行事、職員間の研修は
合同の取り組みができている。また指導方法について
の共通理解や連携は難しい面があった。
・小中一貫教育を意識して取り組んでいる職員は９
３％。
・小中連携に関する保護者の評価は昨年度より落ちて
いた。

B

・小中連携は吉田小中学校ならではの取り組み。
両校で、目標を常に確認しあうことが重要だと思
う。
・小中連携はあらゆる場面で行うことができてい
る。様々な機会や方法で保護者に情宣したほうが
良い。

教頭
教務主任
研究主任

○地域と共にある学校づく
り

○郷土愛を育む「吉田学」の推進 ○「吉田学」での学びを各学年で実施す
る。学びの様子を家庭や地域に発信す
ることができたと回答する教師９０％以
上。

・「吉田おうえんたい」との連携を深め、地域
で育む探究的な学習や体験活動を充実さ
せる。
・生活科や総合的な学習を中心にSDGsの
視点を取り入れた学習を行う。

B

・吉田学での学びを実施し、その学びを発信
することができたと回答している職員は６４％
だった。地域学習やSDGｓを意識した単元づく
りや授業づくりを促していく必要がある。

A

・吉田学での学びを実施し、その学びを発信する
ことができたと回答している職員は92.8％だった。
後期に生活科や総合学習で地域学習を行い、地
域の良さやSDGｓについて発信することができた。

A

・郷土を愛する心を育てるために、地域学習はと
ても有効。地域と連携しながらたくさんのことを学
び吉田を愛する児童を育ててほしい。
・地域コミュニティと連携して、様々な学びにつな
げてほしい。

教頭
教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 嬉野市立吉田小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・小中連携では「吉田メソッド」の活用「４・３・２」のブロック制に取り組んでいる。合同体育大会やブロック集会等、意欲的に活動できた。小中合同校内研修や授業研究会の相互参観等、両校の学びにつなげながらも無理がないように進めていきたい。
・いじめの早期発見、早期対応については、最終評価で若干ポイントを落としたが、保護者から肯定的な評価をいただいた。児童生徒が夢や目標をもちその実現に向け意欲的に取り組むことができている。児童が安心して過ごせる学校や集団を作っていきたい。
・地域と協力した教育実践では、「吉田おうえんたい」の手助けを受け、「吉田学」を進め、学んだことを家庭や地域に発信してきた。来年度も「吉田おうえんたい」の方々と連携した活動をさらに進めていき、地域を愛する児童を育成していきたい。
・月の時間外在校等時間が昨年度比３０パーセント程度減少しており、働き方改革への意識が高まっている。働き方を考えるとともに「働きがい」を感じることができるようにしていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・小中連携では「吉田メソッド」の活用「４・３・２」のブロック制に取り組んでいる。合同体育大会やブロック集会、クリーン大作戦等、意欲的に活動できた。小中合同校内研修や授業研究会の相互参観等無理がないように進めていきたい。

・いじめの早期発見、早期対応について、保護者からの肯定的な評価が９０％を越え評価が高かった。また、児童生徒が夢や目標をもちその実現に向け意欲的に取り組むことができている。児童の安心して過ごせる学校や集団を作っていきたい。

・地域と協力した教育実践では、「吉田学」での学びを家庭や地域に発信しながら進めてきた。今年度も「吉田おうえんたい」の方々と連携した活動を進めていくことで、地域を愛する児童を育成していきたい。

・月の時間外在校等時間が４５時間を超えない職員が１００パーセントで、働き方改革への意識が高まっている。更に進めていきたい。

２　学校教育目標 「かしこく、やさしく、たくましい、吉田っ子の育成」　～　地域とともに、９カ年の学びのなかで　～

３　本年度の重点目標

・確かな学力の育成「かしこさ」　・豊かな心の育成「やさしさ」

・たくましい心身の育成「たくましさ」　・小中一貫教育並びに地域とともにある学校づくりの推進

・働きやすい職場環境づくりの推進


